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ニティへの発信としてコンサートを実施し、30 代から 90 代の幅広い年代の参加者間にお
いて積極的に仲間のために行動する関係が見られたことを指摘している。  
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4.1  開催日時・場所・参加者数等 
イベント名：みんなが主役の音楽の集い 〜こども・夢・未来へ〜  
開催日時：平成 30 年 2 月 11 日（日祝）14:00～15:30 
開催場所：鈴鹿大学・鈴鹿大学短期大学部 国際文化ホール  
参加者数：合計 88 名 
参加者の内訳：出演者 30 名、サポーター4 名、観客 37 名、講師 2 名、部活動顧問教諭 3
名、大学教職員 8 名、本学学生サポーター4 名。 
出演者 30 名のうち、発達障がいがある出演者が 8 名であり、障がいのない出演者が 22







4.2  当日の流れとプログラム内容 
当日の流れは以下の通りである。  
9:00～10:00 大学生サポーターとの打ち合わせ  
10:00～12:00 講師（音楽療法士）到着、楽器搬入、ステージ設定  
12:00～13:20 リハーサル  
13:30～14:00 受付 
14:00～15:30 音楽の集い  















～みんなで歌おう 「未来へ」～  
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 参加者 74 名に対しアンケートは 37 枚回収し回収率は 42 %であった。 
アンケートに回答した参加者の性別は、男性８名、女性 29 名であった。年代別に見ると
10 代が 15 名と最も多く、次に 20 代が 8 名、3 番目に多かった年代は 40 代で 6 名であっ
た（図 1）。 
会場は鈴鹿市内であったが、アンケート回答者の在住地域は、鈴鹿市が 15 名、「その
他」14 名、続いて津市（5 名）、四日市市（3 名）であった。「その他」の中で記入があ
ったものに関しては、愛知県 3 名、三重県では亀山市 2 名、伊賀市 2 名、川越町 1 名、大
紀町 1 名、尾鷲 1 名であった。  
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アンケート回答者のうち、25 名は出演者、10 名が観客、1 名がサポーターとして参加し
ていた。無回答が 1 名であった。  
 
図 1 調査協力者の年齢          図 2 調査協力者の在住地域  
 
5.3. 調査項目への回答 
 来場したきっかけについては、「その他」が 23 名、62％を占め、そのうち「出演するた
め」「出演依頼」といった出演に関する記述が 20 名あった。次に挙げられたのが「ポスタ
ー・チラシ」（5 名）、続いて「家族」（4 名）であった（図 3）。 
 来場の際一緒に来た人に関しては、「その他」が 16 名で最も多く、8 名が「友人」と
「子」、4 名が「親」と答えた。「一人で」「配偶者」が 2 名ずつであり、「祖父母」が 1
名であった。「恋人」と答えた人はいなかった。無回答が 2 名であった。  
 
 
図 3 来場したきっかけ  
  
会場については、五段階評価のうち、「大変良かった」が 7 名、「良かった」が 21 名
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であった（図 4）。 
 会場までの主な交通手段については、電車が 2 名（5％）、車が 15 名（41％）、バスが
17 名（46％）、電車とバスの両方をチェックした人が 3 名（8％）であった（図 5）。 
  
図 4 会場について          図 5 会場までの交通手段  
 
 音楽の集いのボリューム（時間や内容量）については、「丁度よい」と答えた人が 26 名
（70％）であり、途中休憩のない一時間半の音楽会について、多くの参加者にとってちょ
うど良いと感じられていた。次に「やや少なかった」が 6 名、「やや多かった」が 3 名と




「良」と「普」の間が、9 名（24％）であり、合わせて 28 名（76％）がイベントの内容を
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図 6 音楽の集いのボリュームについて  
 
 音楽の集いの総合的な満足度については、「大変満足」が 17 名、「満足」が 14 名であ
り、合わせると 31 名（84％）が音楽の集いに満足している結果であった。「普通」が 6 名
となり、「不満」「大変不満」と答えた人はいなかった（図 7）。 
 「同イベントが開催されたら」という項目については、「また来たい」「近所で開催さ
れれば来たい」「もう来ない」の 3 項目の選択肢であった。「また来たい」が 28 名、「近
所で開催されれば来たい」が 8 名であり、合わせると 36 名（97％）の人がまた参加して
みたいという気持ちを持ったことがわかった。「もう来ない」が 1 名であった（図 8）。 
  


































人文科学・社会科学編 第 2号 2019 













































































人文科学・社会科学編 第 2号 2019 













































































人文科学・社会科学編 第 2号 2019 






















5）Konza, Deslea（ 2008）： Inclusion of students with disabilities in new times: 
responding to the challenge (Ch.3), Kell, P, Vialle, W, Konza, D et al.(eds), Learning 






援教育， 23， 89-94. http://www.nise.go.jp/kenshuka/josa/kankobutsu/pub_d/d-280/d-
280_3_3.pdf（最終アクセス 2018.9.30） 












































人文科学・社会科学編 第 2号 2019 
辻 有里 ，子どもと成人によるインクルーシブな音楽の集いに関する一考察 
An Examination of Music Performance Gathering for 





This research investigates the process and the meaning of “Music Gathering for All: 
Children Dream Future,” a music performance gathering for children and adults with 
and without special needs. This gathering has been sponsored by the Child Care 
Innovation Center in Suzuka Junior College, Mie, Japan. This center was started as a 
part of the regional child care project supported by Mie prefecture in order to develop 
institutions of higher education. Eighty-eight people attended this gathering and 
thirty-seven people answered a questionnaire. The results showed that many of those 
surveyed set a high valuation on its “contents,” “overall satisfaction” and “willingness 
to attend the next gathering.” Many of those surveyed expressed that they enjoyed 
various music and interactions with others and wanted more opportunities to 
experience diverse music with diverse people. The possible factors that influenced the 
high evaluations were the support from music therapists of the performers and from 
high school teachers who were in charge of the after-school clubs of the participants. It 
was also considered that a meeting with high school students and the author before the 
gathering helped students understand the concept of the gathering.   
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